
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　泰山木
（植村地区）

　「ブルービー」とも称され，黒と青のきれいな

縞模様をしています。なかなか見られない珍しい

ハチで，もし，見つけることができれば幸運が訪

れるかも！？

『  幸せを呼ぶ青いハチ？
ナミルリモンハナバチ  』
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硫黄山噴火関係状況報告
4 月 19 日の硫黄山噴火以降，本町では近隣市町と連携し，国及び県へ，本町を流れる川内川の水

質状況や農業等への影響をお伝えし，要望活動を行ってきました。礒崎陽輔農林水産副大臣をはじ
め，小里泰弘衆議院議員，三反園県知事や県議会議員の皆様にも現地視察に来ていただくなど，現
在も硫黄山対策にご尽力いただいております。また，平成３０年第２回議会定例会において，硫黄
山関連の災害対策事業費として，川内川から取水している農業用水の代替水源の基礎調査，降雨時
の水位上昇により，排水不良で逆流した場合に浸水する可能性のある水田箇所の土壌診断調査や，
川内川流域の水質検査等に係る経費等の補正予算案を提案し，可決いただきました。今後も硫黄山
の状況を注視しながら対策を行って参ります。

〈硫黄山噴火に伴う主な経過〉
農林課では，川内川沿いにある町内１３箇所の圃場で硫黄山噴火による影響の有無や，今後川内

川からの浸水があった場合にヒ素等の変化を把握するため，検査６項目（カドミウム・鉛・六価ク
ロム・ヒ素・銅・ほう素）の土壌診断を行いました。診断結果は，すべての箇所において，環境基
準値内でした。　　

今後，９月から１０月にかけて２度目の検査を実施し，各検査項目について土壌変化の有無を調
査する計画です。

〈国土交通省川内川河川事務所による水質検査の速報値（抜粋）〉7月4日現在
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皆様の多大なるご支援，ご寄附を賜り，
心より感謝申し上げます。

硫黄山噴火以降，多くの皆様より心温まるご寄附が寄せられております。
ご支援いただいた皆様へ心からお礼を申し上げます。
また，今回頂きました寄附金については，「硫黄山噴火関連災害対策事業」に活用させていただ

きます。

株式会社 水協設計事務所　様

大口酒造 株式会社　様

堂園設計 株式会社　様 株式会社 ホウセイ･技研　様鹿児島県商工会青年部連合会　様

株式会社 南防　様

株式会社 上別府工務所　様
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６
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５
日
間
に
か
け
て
、本
年
度
、

国
家
公
務
員
に
採
用
さ
れ
、各
省
庁
か
ら
小
島
佑
介
さ
ん(

財

務
省
：
写
真
右)

、
中
井
諒
介
さ
ん(

国
土
交
通
省
：
写
真
中

央)

、
榎
戸
さ
く
ら
さ
ん(

総
務
省
：
写
真
左)

の
3
名
が
本

町
に
滞
在
し
、地
方
自
治
体
実
地
体
験
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
地
方
自
治
体
の
業
務
や
、
国
と
地
方
の
関

係
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
の
財
政
状
況
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
防
災
・
福
祉

政
策
な
ど
行
政
全
般
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
農
家
の
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
か
ら
い
も
の
苗
付
け

体
験
を
行
い
、
第
一
次
産
業
の
重
要
性
や
生
産
者
人
口
の
減

少
等
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
地
方
の
自

治
体
が
担
っ
て
い
る
広
範

な
業
務
の
実
態
と
と
も

に
、
本
町
が
国
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
要
望
を
持
っ

て
い
る
か
な
ど
、
地
域
住

民
を
中
心
に
捉
え
た
地
方

行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

主
観
的
に
感
じ
て
い
た
だ

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
本
町
で
の
研
修

体
験
を
基
に
、
各
方
面
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新
任
国
家
公
務
員
研
修

～
地
方
自
治
体
実
地
体
験
～

平
成
30
年
第
２
回
議
会
定
例
会

　
５
月
18
日
に
第
２
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
や
、教
育
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
湧
水
町
田
尾
原
の
西

博
信
氏
を
委
員
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
11
日
か
ら
28
日
ま
で
、18
日
間
の
会
期
で

平
成
30
年
第
２
回
湧
水
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
議
会
で
は
、同
意
１
件
、条
例
２

件
、予
算
４
件
、そ
の
他
議
案
３
件
の
あ
わ
せ
て
10

件
が
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
及

び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
繰
越
計
算
書
の
報
告
〕

◇
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書（
一
般
会
計
）

〈
平
成
30
年
度
に
７
事
業
４
千
59
万
４
千
円
を

繰
越
し
た
の
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。〉

〔
人
事
案
件
〕

◇
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

〈
副
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、宮
園
昭
一
氏
を

引
き
続
き
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
ま
し
た
。〉（
任
期　

平
成
30
年
７
月

１
日
か
ら
平
成
34
年
６
月
30
日
ま
で
）

〔
条
　
例
〕

◇
湧
水
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

〈
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
未
就
学
児
を
対
象
に
、医
療
機
関
等

の
窓
口
に
お
け
る
自
己
負
担
を
な
く
す
こ
と

を
規
定
し
た
条
例
を
提
案
し
、可
決
さ
れ
ま
し

た
。〉

◇
湧
水
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

〈
厳
し
い
経
済
情
勢
や
財
政
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
減
額
期
間

を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
め
る
こ
と

を
規
定
し
た
条
例
を
提
案
し
、可
決
さ
れ
ま
し

た
。〉

〔
予
　
算
〕

◇
一
般
会
計（
補
正
２
号
）

〈
平
成
30
年
度
予
算
の
総
額
に
５
５
５
万
３
千

円
を
追
加
し
て
、補
正
後
の
総
額
を
68
億
７
５

８
６
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。〉

◇
一
般
会
計（
補
正
３
号
）

〈
平
成
30
年
度
予
算
の
総
額
に
８
６
４
９
万
１

千
円
を
追
加
し
て
、補
正
後
の
総
額
を
69
億
６

２
３
５
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。〉

◇
一
般
会
計（
補
正
４
号
）

〈
平
成
30
年
度
予
算
の
総
額
に
89
万
７
千
円
を

追
加
し
て
、補
正
後
の
総
額
を
69
億
６
３
２
５

万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。〉

〔
そ
の
他
の
議
案
〕

◇
和
解
の
成
立
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

〈
公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
し
和
解
を
成

立
さ
せ
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
ま
し
た
。〉

平
成
30
年
第
２
回
議
会
臨
時
会
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ふるさとの話題で盛り上がる
 －各地で湧水会総会が開催－

都市部に居住されていらっしゃる郷土出身者や，ゆかりのある方々で構成される湧水会の総会が
各地で開催されました。本町からも都市との交流事業として町長，議長等が出席し，町の近況報告
を行いました。

会場では本町特産品が販売され，会員の皆さんも毎年楽しみにされており，地元で作られる懐か
しい食べ物などが喜ばれ購入されていました。また，懇親会では，遠く離れた郷里の話で盛り上が
り会員の親睦が図られました。（福岡湧水会は，現在，日程調整中。）

各湧水会の会員募集！！
各湧水会では，会員を募集しています。ご家族又はご友人など県外にお知り合いの方が
おられましたらぜひ声をお掛けください。各地の湧水会の連絡先は上記のとおりです。

【問合せ先】栗野庁舎　企画課　℡0995-74-3111

関西湧水会

期　日 ： 平成30年5月13日（日）
場　所 ： 大阪市
会　長 ： 前田　悟（轟地区出身）
事務局 ： 和田　忍（轟地区出身）
　　　   ℡090-1965-9849
　　　　 北薗　太一（長谷地区出身）
　　　   ℡0794-27-7185

関東地区湧水会

期　日 ： 平成30年5月27日（日）

場　所 ： 東京都渋谷区

会　長 ： 大重　貫滋（中津川地区出身）

事務局 ： 重村　博文（幸田地区出身）

　　　   ℡090-4135-0218

中部湧水会

期　日 ： 平成30年6月17日（日）

場　所 ： 名古屋市

会　長 ： 宗方　春人（東中下場地区出身）

事務局 ： 笹田　てい子（長谷地区出身）

　　　   ℡090-4868-9775
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～ 企画課からのお知らせ～

本町では地域おこしに意欲のある人材を誘致し，定住・定着を図るとともに若者等の定住及び地
域活性化推進のため，「湧水町地域おこし協力隊員」を募集しています。ただし，３大都市圏をは
じめとする都市地域等から湧水町に住民票を移動できる方が対象となります。（町が協力隊員とし
て委嘱する前に本町に住民票を移動した場合は対象外です。）

湧水町地域おこし協力隊員の募集について

空港バス（県際特急バス）
水俣⇔伊佐⇔

湧水⇔鹿児島空港
空港バスは，水俣・伊佐・湧水地域と鹿

児島空港を結ぶ交通手段として，地域住民
や旅行者にとって重要な路線です。

この路線は年々利用者が減少しているた
め，このままでは路線の維持が難しくなっ
てしまいます。大切なバス路線を守ってい
くためにも，皆さんの利用をよろしくお願
いします。

時刻表は，各庁舎窓口で配布しているほ
か，南国交通㈱のホームページで時刻表・
運賃等が確認できます。

南国交通㈱ホームページ
https://nangoku-kotsu.com
（問合せ先）
南国交通株式会社　℡ ０９９５-５８-２３４１
                           ℡ ０９９５-２２-１４３５
栗野庁舎　企画課
                           ℡ ０９９５-７４-３１１１
     　　　　　　　　　　　（内線2262）

（栗野・水俣間　約87分）

（栗野・大口間　約30分）

（栗野・空港間　約30分）

鹿児島市内・空港間
最短約３８分

○飛行機
鹿児島→東京
（約１時間５５分）

【新水俣駅】○九州新幹線
新水俣→新大阪（約３時間４９分）
新水俣→博多（約１時間３分）

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港

公共交通を使って
出かけませんか？

水俣市：湯の児海水浴場

水俣市：湯の児フィッシングパーク園

伊佐市：忠元公園

伊佐市：菱刈パークゴルフ場・湯之尾温泉

を利用しましょう！

　吉松駅周辺地域において“鉄道の町”をキャッチフレーズに地域資源を活かし
た活動・支援に取り組んでいただきます。
○吉松駅を核とした鉄道の町としての地域活性化につながる活動・支援 等

※その他，詳しい募集要項については，町ホームページにて確認することがで
きます。

【問合せ先】栗野庁舎　企画課　℡0995-74-3111

業務概要



　
　
　
　

期
日
：
４
月
29
日

　
　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

【
組
手
の
部
】

▼
小
学
３
年
男
子

　

第
３
位　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
３
年
）

▼
小
学
５
年
男
子

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
５
年
）

※
８
月
４
日
～
５
日　
第
18
回
全
日
本
少
年

少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場
。（
東
京

都
）

　
　
　
　

期
日
：
5
月
26
日
～
29
日

　
　
　
　

場
所
：
県
体
育
館

　

第
１
位　

宮
本　

光

　
（
鹿
児
島
純
心
女
子
高
３
年
：
幸
田
地
区
）

※
8
月
2
日
～
7
日　
全
国
大
会（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）出
場
。（
愛
知
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
４
日

　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

　

第
１
位　

田
中　

皓
盛

　
（
鹿
児
島
工
業
高
２
年
：
轟
地
区
）

※
７
月
26
日
～
30
日　
全
国
大
会（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）出
場
。（
三
重
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
５
日
～
７
日

　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

　

第
１
位　

川
島　

芽
依

　
（
鹿
児
島
南
高
２
年
：
西
下
場
地
区
）

※
７
月
26
日
～
８
月
１
日　
全
国
大
会（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）出
場
。（
三
重
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
８
日
〜
９
日

　
　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
女
子
団
体
の
部

　

第
１
位　

有
田　

澄

（
樟
南
高
2
年
：
中
津
川
地
区
）

※
８
月
10
日
〜
12
日　
全
国
大
会（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）出
場
。（
三
重
県
）

▼
男
子
個
人
の
部

　

第
３
位　

大
田　
一
徹

（
伊
集
院
高
３
年
：
東
中
下
場
地
区
）

▼
女
子
個
人
の
部

　
ベ
ス
ト
８
位　

久
美
田　

詩
織

（
錦
江
湾
高
３
年
：
幸
田
地
区
）

※
７
月
７
日
〜
８
日　
九
州
大
会
出
場
。（
大
分
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
10
日

　
　
　
　

場
所
：
樋
脇
総
合
体
育
館

【
個
人
戦
】

▼
中
学
３
年
女
子
の
部

　

第
３
位　

二
渡　

舞
琴（
吉
松
中
３
年
）

【
団
体
戦
】

▼
中
学
生
の
部

　

第
２
位　

吉
松
剣
道　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

二
渡　

舞
琴（
吉
松
中
３
年
）

　
　
　
　
　

高
橋　

大
作（
吉
松
中
３
年
）

　
　
　
　
　

森
山　

雄
大（
吉
松
中
３
年
）

　
　
　
　
　

有
田
こ
こ
ろ（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　
　

宮
田
琉
之
介（
吉
松
中
２
年
）

　
ベ
ス
ト
８　

栗
野
中
学
校　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

福
永　

旺
祐（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

田
原　

妃
菜（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

古
川　

慶
次（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
理
紗
子（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

畠
中　

健
多（
栗
野
中
３
年
）

※
７
月
25
日　
第
53
回
全
国
道
場
少
年
剣
道

大
会
出
場
。（
東
京
都
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
15
日

　
　
　
　

場
所
：
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　

陸
上
競
技
場

▼
男
子
や
り
投
げ

　

第
４
位　

中
城　

佑
太　

57ｍ
27

（
加
治
木
工
業
高
３
年
：
鶴
丸
地
区
）

※
８
月
１
日
～
６
日　
全
国
大
会（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）出
場
。（
三
重
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
15
日
～
17
日

　
　
　
　

場
所
：
Ｓ
ｈｏｎａｎ　

Ｂ
Ｍ
Ｗ

　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚

▼
男
子
３
０
０
０ｍ
Ｓ
Ｃ

　

第
３
位　

藤
崎　

真
伍　

８
分
58
秒
12

　
（
流
通
経
済
大
４
年
：
西
下
場
地
区
）

▼
男
子
走
高
跳

　

第
５
位　

上
別
府
剛
志　

２ｍ
16

　
　
　
（
九
州
共
立
大
４
年
：
上
場
地
区
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
17
日

　
　
　
　

場
所
：
県
立
鴨
池
補
助
競
技
場

▼
女
子
小
学
５
年
走
幅
跳
び

　

第
２
位　

松
山　

花
栄　

４ｍ
04

▼
女
子
小
学
６
年
走
幅
跳
び

　

第
２
位　

今
和
泉
未
来　

４ｍ
19

　

第
５
位　

肥
後　

果
凛　

３ｍ
99

　

第
８
位　

上
野
愛
李
沙　

３ｍ
74

▼
女
子
小
学
６
年
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

第
６
位　

内
村　

鈴
梛　

23ｍ
24

　
　
　
　

期
日
：
６
月
23
日

　
　
　
　

場
所
：
開
聞
総
合
体
育
館

第
１
位

　

伊
佐
市
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ジュニ
ア
所
属

　
　

立
野　

駿
介（
栗
野
小
４
年
）

　
　

中
水
流
快
晴（
栗
野
小
４
年
）

　
　

福
田　

航
聖（
栗
野
小
６
年
）

　
　

中
水
流
春
矢（
栗
野
小
６
年
）

※
８
月
７
日
～
10
日　
第
38
回
全
日
本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
出
場
。（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
24
日

　
　
　
　

場
所
：
み
や
ま
の
森
運
動
公
園 

第
３
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ
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（
敬
称
略
）

第
52
回
全
空
連
鹿
児
島
県

空
手
道
選
手
権
大
会

第
35
回
南
日
本
小
学
生

陸
上
競
技
大
会

第
38
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
（
鹿
児
島
県
大
会
）

平
成
30
年
度
姶
良
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
夏
季
大
会

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
（
県
予
選
）

第
71
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

第
71
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会

第
71
回
全
国
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会（
南
九
州
予
選
）

２
０
１
８
日
本
学
生
陸
上
競
技

個
人
選
手
権
大
会

第
40
回
鹿
児
島
県

道
場
少
年
剣
道
大
会

第
66
回
鹿
児
島
県

高
等
学
校
剣
道
競
技
大
会

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

６
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
ゆ
う
す
い
の
ス
ポ
ー
ツ
欄

に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

湧
水
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
、

正
し
く
は

第
12
回
湧
水
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

期
日
：
５
月
１
日

で
す
。
以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
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平
成
30
年
度 

姶
良
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

結
果（
県
大
会
出
場
者
の
み
掲
載
）

第
14
回
　
湧
水
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

●
栗
野
中
学
校

▼
剣
道

　

男
子

　
【
団
体
】

　
　

３
位

　
【
個
人
】

　
　

５
位　

畠
中　

健
多（
３
年
）

　

女
子

　
【
団
体
】

　
　

３
位

　
【
個
人
】

　
　

４
位　

宮
園　

理
紗
子（
３
年
）

▼
陸
上

　

男
子
１
０
０
ｍ

　
　

４
位　

東
上
床　

龍
希（
３
年
）12
秒
16

　

男
子
共
通
２
０
０
ｍ

　
　

５
位　

東
上
床　

龍
希（
３
年
）24
秒
74

　

男
子
共
通
１
１
０
ｍ
Ｈ

　
　

３
位　

植
林　

拓
心（
３
年
）19
秒
35

　

男
子
走
高
跳

　
　

３
位　

水
元　

紀
嵐（
３
年
）１
ｍ
50

　

●
吉
松
中
学
校

▼
剣
道

　

男
子

　
【
団
体
】

　
　

５
位

　
【
個
人
】

　
　

６
位　

高
橋　

大
作（
３
年
）

　

女
子

　
【
団
体
】

　
　

２
位

　
【
個
人
】

　
　

１
位　

二
渡　

舞
琴（
３
年
）

　
　

２
位　

有
田　

こ
こ
ろ（
２
年
）

▼
陸
上

　

男
子
共
通
砲
丸
投
げ

　
　

３
位　

丸
山　

旺
真（
２
年
）９
ｍ
10

▼
水
泳

　
【
個
人
】

　

50
ｍ
自
由
形

　
　

３
位　

中
村　

拓
翔（
３
年
）

　

１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　

５
位　

中
村　

拓
翔（
３
年
）

　

平
成
30
年
６
月
２
日
に
、か
ご
し
ま
空
港
36
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、第
14
回
湧
水
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
45
名
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

第
１
位　

藏
前　

重
三（
長
谷
地
区
）

　
　

第
２
位　

大
當　

清
文（
西
下
場
地
区
）

　
　

第
３
位　

西　

比
登
美（
長
谷
地
区
）

　
　

第
４
位　

園
田　

政
弘（
轟
地
区
）

　
　

第
５
位　

東　
　

秀
人（
停
車
場
地
区
）　

　
　

第
６
位　

吉
村　

政
志（
川
添
地
区
）

　
　

第
７
位　

田
中　
　

茂（
東
中
下
場
地
区
）

　
　

第
８
位　

有
村　

泰
一（
川
添
地
区
）

　
　

第
９
位　

池
田　

榮
次（
西
下
場
地
区
）

　
　

第
10
位　

橋
本　

秀
人（
轟
地
区
）



ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

9 　広報 ゆうすい  Vol. 160　2018.7 

湧
水
町
長
旗
争
奪ソフ

ト
ボ
ー
ル
大
会

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

町
豊
祭
相
撲
保
存
会
　

県
青
少
年
育
成
団
体
表
彰

　

６
月
12
日
～
14
日
に
、城
山
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、湧
水
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。町
内
よ
り
３
チ
ー
ム
が

参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
１
位　

長
谷
ソ
フ
ト

　

第
２
位　

ポ
ッ
ポ
亭

　

第
３
位　

宮
前
ソ
フ
ト

※
姶
良
地
区
体
育
大
会
へ
上
位
２
チ
ー
ム
が
出

場
。

６
月
24
日
に
吉
松
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
「
カ

ヌ
ー
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
32

年
に
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の

開
催
地
と
し
て
カ
ヌ
ー
競
技
の
普
及
を
目
的
に

実
施
し
た
も
の
で
、
町
内
の
２
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
カ
ヌ
ー
協
会
会
員
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化
コ
ー
チ

の
植
木
裕
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
カ
ヌ
ー
の

基
礎
操
作
や
転
覆
時
の
対
応
な
ど
を
学
習
し
ま

し
た
。
ま
た
、
伊
佐
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の
児
童
も
参

加
し
、
カ
ヌ
ー
の
指
導
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

６
月
８
日
に
、町
豊
祭
相
撲
保
存
会（
大
山
勇

美
会
長
）が
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
か
ら
、永

年
の
青
少
年
育
成
活
動
に
対
し
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　

　

町
豊
祭
相
撲
保
存
会
は
昭
和
57
年
に
豊
祭
相

撲
を
と
お
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
文
化
の

灯
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る
町
豊
祭
相
撲
大

会
は
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
す
。町
内
全
域
で
行
わ
れ
る
練
習
で

は
、特
に
礼
儀
作
法
を
重
ん
じ
て
青
少
年
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（写真：表彰を受けられる大山会長）
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ゆうすいの話題

6
4〜5

6
19

6
11

5
30

グリーン・ツーリズム湧水
農家民泊体験

第38回全国高校生英語
弁論大会鹿児島県代表選考会

全
国
・
県
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会
表
彰

永
き
に
わ
た
り

治
水
事
業
の
推
進
に
貢
献

本
町
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
は
、
６
月
４
日

か
ら
５
日
に
か
け
て
東
京
都
開
成
高
等

学
校
の
修
学
旅
行
生
の
農
家
民
泊
体
験

の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
の
皆

さ
ん
は
、
民
泊
受
入
先
で
田
植
え
等
の

農
作
業
や
鹿
児
島
の
郷
土
料
理
づ
く
り

等
の
体
験
を
通
じ
て
、受
入
農
家
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
受
入
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お

も
て
な
し
や
、
食
事
の
お
い
し
さ
、
ま

た
、
空
気
や
水
が
澄
ん
で
自
然
が
豊
か

な
所
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

５
月
30
日
に
、
前
湧
水
町
長
米
満
重

満
氏
が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
河
川
協

会
か
ら
、
永
き
に
わ
た
り
川
内
川
上
流

河
川
改
修
期
成
同
盟
会
会
長
等
を
歴

任
さ
れ
、
浸
水
被
害
に
苦
し
む
川
内
川

流
域
の
河
川
改
修
促
進
に
向
け
、
関
係

機
関
と
の
協
議
や
国
へ
の
要
望
活
動

な
ど
、
治
水
対
策
事
業
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
河
川
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
河
川
協
会
で

は
、
河
川
の
整
備
や
管
理
に
関
連
す
る

諸
活
動
を
通
じ
、
河
川
災
害
の
防
止
等

に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
等
へ

表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

６
月
19
日
に
、
県
立
錦
江
湾
高
等
学

校
で
第
38
回
全
国
高
校
生
英
語
弁
論

大
会
鹿
児
島
県
代
表
選
考
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
国
際
感
覚

豊
か
な
生
徒
育
成
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
県
立
加

治
木
高
等
学
校
２
年
生
の
田
底
真
依

さ
ん
（
写
真
左
）
が
最
優
秀
賞
と
竹
嵜

凛
さ
ん
（
写
真
右
）
が
優
秀
賞
を
獲
得

さ
れ
、
７
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ

る
九
州
大
会
へ
出
場
さ
れ
ま
す
。

６
月
11
日
に
、
姶
良
保
健
所
で
開
催

さ
れ
た
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
姶
良
支
部
総
会
に
お
い
て
、
上

國
料
ウ
メ
さ
ん
（
写
真
左
）
が
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
長
年
ご
活
躍

い
た
だ
き
、
90
歳
を
迎
え
ら
れ
た
功
績

に
対
し
、
全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
名
誉
会
員
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
田
中
祐
子
さ
ん
（
写

真
右
）
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
20
年
以
上
、
地
域
の
食
生
活
改
善
の

向
上
と
組
織
の
育
成
強
化
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

は
、「
食
」
を
通
し
て
地
域
の
生
活
改

善
を
推
進
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
本
町
で
は
現
在
19
名
の
会

員
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、
主
に
高
血
圧

予
防
や
食
育
の
推
進
と
向
上
に
日
々

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2212）
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●
島
津
氏
の
誕
生

島
津
氏
の
誕
生
は
、
今
か
ら
８
３
３
年
前
の

文
治
元
年
（
１
１
８
５
）
の
こ
と
で
初
代
の

忠
久
公
に
始
ま
り
ま
す
。
忠
久
は
治
承
３
年

（
１
１
７
９
）、
大
阪
の
住
吉
で
生
ま
れ
た
と

さ
れ
、
母
は
丹た

ん
ご
の
つ
ぼ
ね

後
局
と
い
い
、
は
じ
め
は
惟こ
れ
む
ね宗

姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
丹
後
局
は
か
つ
て

源
頼
朝
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
、
忠
久
は
頼
朝
の
子
ど
も
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。
丹
後
局
の
懐
妊
を
知
っ
た
頼
朝
は
、
正

妻
の
北
条
政
子
に
よ
る
暗
殺
を
恐
れ
て
丹
後

局
を
西
の
方
へ
避
難
さ
せ
、
さ
ら
に
生
ま
れ
た

子
が
男
の
子
だ
っ
た
の
で
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
暗
殺
の
危
険
が
及
ぶ
た

め
、
忠
久
を
九
州
の
果
て
の
薩
摩
に
移
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
治
元
年
、わ
ず
か
６
歳
だ
っ
た
忠
久
は
、南
九
州
の
壮
大
な
荘
園
「
島

津
荘
」
の
官
職
・
下げ

す
し
き

司
職
に
任
命
、
さ
ら
に
地
頭
職
と
な
り
「
島
津
」
の

姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
丸
に
十
字
の
家
紋
も
定
め
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
３
州
に
は
、
約
60
の

土
豪
（
在
地
豪
族
）
が
互
い
に
し
の
ぎ
を
削
り
、
島
津
氏
の
勢
力
は
微
々

た
る
も
の
で
し
た
。
九
州
に
下
る
に
あ
た
り
、
一
緒
に
付
き
従
っ
て
き
た

の
が
酒
匂
・
愛
甲
・
時
任
氏
な
ど
で
す
。
ま
た
、
同
時
代
に
薩
摩
・
大
隅

に
や
っ
て
来
た
地
頭
に
は
中
原
・
千
葉
・
渋
谷
・
小
川
・
鮫
島
・
二
階
堂

氏
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
当
時
３
州
に
約
60
も
居
た
と
さ
れ
る
有
力
者
は
、

鎌
倉
幕
府
に
任
命
さ
れ
た
地
頭
で
は
な
く
、在
地
の
豪
族
（
土
豪
）
で
す
。

忠
久
の
薩
摩
入
国
を
ほ
と
ん
ど
の
土
豪
は
快
く
受
け
入
れ
ず
、
わ
ず
か
に

市
来
城
主
市
来
政
家
・
吉
田
城
主
吉
田
吉
清
・
比
志
島
城
主
満
家
三
郎
左

衛
門
・
野
田
領
主
千
葉
秀
忠
な
ど
数
氏
が
従
っ
た
と
い
い
ま
す
。
島
津
荘

に
お
い
て
も
騒
乱
が
絶
え
ず
、
忠
久
の
命
に
従
う
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
文
治
３
年
（
１
１
８
７
）、
守
護
職
と
な
っ
た
忠
久
は
、
18
歳

の
建
久
８
年
（
１
１
９
７
）、
荘
園
の
拠
点
と
し
て
祝
吉
御
所
（
都
城
市

郡
元
町
）
の
居
館
を
構
え
ま
す
。
以
来
、
約
60
数
氏
の
土
豪
勢
力
の
対
峙

や
島
津
一
族
の
内
紛
も
あ
り
、
島
津
氏
存
亡
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
州
統
一
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
た
の
が
、
島
津
氏
誕
生
か
ら
お
お

よ
そ
３
６
０
年
後
の
、
義
弘
の
父
・
貴
久
と
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
で
知

ら
れ
る
祖
父
の
忠
良
の
頃
で
す
。
忠
良
は
伊
作
島
津
家
の
善
久
の
子
で
、

貴
久
は
14
歳
の
時
に
第
14
代
勝
久
の
養
子
と
な
っ
て
島
津
宗
家
を
継
ぎ
、

後
に
15
代
当
主
と
な
り
ま
す
。
貴
久
は
父
忠
良
の
後
見
に
よ
り
親
子
し
て

内
紛
を
収
め
、
弱
体
化
し
た
島
津
を
立
て
直
し
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、

３
州
の
平
定
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、
貴
久
の
子
で
第
16
代
義
久
・
第

17
代
義
弘
で
す
。
島
津
氏
は
、
忠
久
公
を
初
代
と
し
て
、
幕
藩
体
制
崩
壊

ま
で
約
７
０
０
年
の
歴
史
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
島
津
の
稲
荷
信
仰
」
と
「
島
津
雨
」

身
ご
も
っ
た
丹
後
局
は
、
大
阪
の
住
吉
大
社
で
忠
久
を
出
産
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
稲
荷
社
の
使
い
で
あ
る
狐
が
火
を
灯
し
、
無
事

出
産
で
き
た
こ
と
か
ら
、
島
津
氏
一
族
は
、
狐
の
加
護
を
受
け
て
い
る
と

考
え
、
稲
荷
神
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
折
り
し
も
そ
の

日
は
、
大
雨
で
、
激
し
く
降
る
雨
が
出
産
を
浄
め
た
こ
と
か
ら
、
祝
い
事

や
事
を
は
じ
め
る
時
に
降
る
雨
を
「
島
津
雨
」
と
呼
び
、
縁
起
の
よ
い
雨

と
し
て
い
ま
す
。

※
第
２
号
よ
り
、元
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
市
来
隼
人
さ
ん（
上
場
地
区
）へ
原
稿

執
筆
を
お
願
い
し
て
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

平成31年は島津義弘公没後400年 Vol.2

【
日
新
公
い
ろ
は
歌
】

い
　
古

い
に
し
えの
道
を
聞
き
て
も
唱
え
て
も
、
我
が
行
い
に
せ
ず
ば
甲
斐
な

し　
（
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
教
え
を
聞
い
た
り
覚

え
た
り
し
て
も
、
自
分
が
実
行
し
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。）

ろ
　
楼ろ

う

の
上
も
埴は
に
ゅ
う生
の
小
屋
も
、
住
む
人
の
心
に
こ
そ
は
高
き
卑
し

き　
（
立
派
な
御
殿
に
住
も
う
が
粗
末
な
家
に
住
も
う
が
、
そ
れ
だ

け
で
人
間
の
価
値
は
判
断
で
き
な
い
。
要
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
の
心
の
気
高
さ
が
重
要
で
あ
る
。）
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町内イベント情報　information
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問合せ先　℡ 0995-74-3111（商工観光課 2222）

開園時間　平日　　　12：00 ～ 16：00
　　　　　土日（盆）10：00 ～ 16：00
休園日　  8 月 1 日・10 日・21 日（清掃のため）
利用料金　幼児（小学生未満） 100 円
　　　　　小学生以上 　　　  200 円
回数券（12枚）    幼児（小学生未満）　1,000 円
　　　               小学生以上　  　　　2,000 円

　竹中池プールは，霧島山麓から湧き出す湧水の
かけ流しで，7月 21日から 8月 31日まで開園い
たします。大小のスライダーもあり，水の冷たさ
や透明度は抜群です。

竹中池プールに行こう！
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開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後７時まで開館）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3），特別館内整理期間
問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

7月16日 海の日は としょかんまつり イン・サマー
海の日
おはなし会

ブック
リサイクル

創作教室
「手作りてっぽうで

的あてゲーム」
7 月 16 日（月）10：30 ～
場所 ： 図書館
　　　おはなしコーナー
　図書館職員やボランティア
の方々による絵本の読み聞か
せや，パネルシアターなどを
行います。予約不要です。楽
しい時間を過ごしましょう。

（40 分程度）
7 月 16 日（月） 13：30 ～ 15：00
場所 ： 図書館 2 階　創作室
　切り抜いた板を組み合わせて飾り
付けをして，手作りてっぽうをつく
ります。材料・道具は図書館で準備
します。※小学生未満は保護者同伴　
　図書館カウンターか，電話で予約
をしてください。（定員 25 名）

7 月 16 日（月）
～ 8 月 12 日（日）

場所 ： 図書館正面入口
　図書館で利用できなく
なった古い本や雑誌などを
無料で差し上げます。思わ
ぬ本との出会いがあるかも。

　６月 15 日，轟小学校全校児童 46 名を対象に，選書体験
講座を行いました。毎年町内の学校１校で実施している講
座で，約４３０冊の新刊から「くりの図書館に置いてほし
い本」「読んでみたい本」を一人一冊選んでもらいました。
様々な新刊を手に取りながら，小説，絵本，図鑑，星座や
動物の本などを選びました。
　選ばれた本は，１ヶ月間轟小学校へ貸出を行い，その後
７月下旬頃から，くりの図書館に並びます。ぜひ，みんな
のおすすめの本を読んでみてください。

職場
体験生を受け入れました

轟小学校全校児童 
選書体験講座

赤ちゃんひろばにおいて
おはなし会を行いました

ど
れ
に

し
よ
う
か
な
あ
。

　子育て支援センター「ぽか
ぽか」において，「いないいな
いばぁ」などの絵本の読み聞
かせを行いました。たくさん
の素敵な笑顔がみられました。

　開館前の清掃や接客
対応の他にも、本の装
備など細かい作業も多
い中、熱心に取り組ん
でくれました。

栗野中学校２年生
６月７日・８日（２日間）
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問合せ先
栗野庁舎　住　民　課　　　℡：74-3111（内線2154）
吉松庁舎　地域総務課　　　℡：75-2111（内線3114）
加治木年金事務所　　　　　℡：62-3511

国民年金のお知らせ
７月１日から平成 30年度分国民年金免除申請の受付が始まりました。

国民年金保険料が納め忘れの状態で，万一，障害や死亡といった不慮の事態が発生すると，障害
基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には，次の制度がありますのでお
手続きください。
１．収入の減少や失業等により保険料を納めることが経済的に難しいとき，保険料の全額または一
部が免除される「申請免除」制度や，保険料が猶予される「納付猶予」制度。

２．２０歳以上の学生で前年所得が基準以下の場合は，在学期間中の保険料が猶予される「学生納
付特例」制度。

３．障害基礎年金，障害厚生（共済）年金の１級・2級の受給権者，生活保護法による生活扶助を
受けている方，ハンセン病療養所，国立保養所などに入所している方は「法定免除」制度。

　申請をされると所得による審査が行われ，「全額免除」か「一部免除」の決定がなされます。
　全額免除の場合は，保険料の全額（月額16,340円）を免除
　一部免除の場合は，保険料の一部を免除
　　　　　　　　　　　4分の3免除（月額保険料4,090円），半額免除（月額保険料8,170円）
　　　　　　　　　　　4分の1免除（月額保険料12,260円）

※一部免除の期間中，必要な保険料を納めないと「未納」とみなされ，年金を受け取れなくなった
り年金が減額されますのでご注意ください。

免除・猶予・学生納付特例の承認を受けた場合 , 上の表のとおり保険料を全額納めた場合と比べ，
老齢基礎年金 ( ６５歳から受けられる年金 ) の受け取り額が少なくなります。
将来受け取る老齢基礎年金を増額するために，免除等の承認を受けた期間の保険料については 10
年以内であればさかのぼって納める「追納」ができます。
詳しくは「ねんきん加入者ダイヤル」（０５７０- ００３- ００４）または加治木年金事務所へお
問い合わせください。

まさかに備えて「免除申請」のお手続きを！

免除されると将来の年金は・・・

保険料の追納ができます。～将来に受け取る年金額を増やすために～



17 　広報 ゆうすい  Vol. 160　2018.7 

問合せ先
栗野庁舎　保健衛生課　℡：74－3111（内線2123）
吉松庁舎　地域総務課　℡：75－2111（内線3117）
栗野保健センター         ℡：74－3120

熱中症に気をつけましょう！
熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう。

国民健康保険　後期高齢者医療保険

保険証更新のお知らせ
国
保
だ
よ
り

国民健康保険証，後期高齢者医療保険証は，毎年８月１日から翌年７月３１日
までの 1 年間の有効期限となっております。そこで 8 月 1 日から使用される保
険証は 7 月中旬以降に郵送いたします。

国民健康保険の保険証は世帯主様宛てに，後期高齢者医療の保険証は本人様宛
てになります。（短期保険証は役場窓口での更新となります。）
【確認・注意事項】

●国民健康保険証は今年度から様式が変更になっています。
●新保険証が届きましたら，記載事項を確認のうえ，台紙からはがして，8月1

日以降に使用してください。
●有効期限切れの保険証は，栗野庁舎保健衛生課・吉松庁舎地域総務課・栗野保

健センター，又は町内医療機関に設置してあります返却ボックスに返却されま
すようお願いします。

●他保険への加入や住所変更等があり，届出がお済でない方は，必ず役場で手続
きしてください。

●限度額適用認定証等（入院時に必要）は，8月1日以降窓口交付となります。

熱中症とは・・・
　　体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスがくずれ，体温の調節機能が低下し，体内に

熱がたまって，さまざまな症状をおこす状態です。重症になると死亡することもありますが，適
切な対処法によって予防することができます。

熱中症予防法　
★熱中症予防のポイントは，【水分補給】と【暑さをさけること】です！！
◇のどが渇いていなくても，最低２～３時間ごとにコップ１杯以上の水分をとりましょう。たく

さん汗をかいたときは，スポーツドリンクなどで塩分も補給しましょう。アルコールは体内の
水分を外に出すので，逆効果です。

◇室内の温度が２８℃・湿度は７０％を超えないように調整してください。
　節電しすぎず，扇風機やエアコンを上手に使いましょう。
◇通気性・吸湿性のよい服装で過ごしましょう。
◇暑い日は，できるだけ昼下がりの外出は避け，体調の変化に気をつけ，無理

をせず，休憩をとりましょう。
◇ バランスのよい食事で，体力や抵抗力をつけておきましょう。
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短
　
　
歌

縫
い
あ
げ
て
た
た
む
着
物
の
絹
の
音
す
べ
ら
か
に
し
て
日
本
の
春　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

特
攻
で
海
に
沈
ん
だ
若
武
者
は
七
十
年
経
て
い
ま
だ
還
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

髪
の
毛
を
切
っ
て
は
捨
て
て
細
胞
も
入
れ
替
わ
っ
て
る
そ
れ
で
も　

私　
　
　
　

福
田
三
四
五

雪
柳
白
く
小
さ
い
花
だ
け
ど
枝
一
杯
に
華
や
ぎ
照
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

早
朝
に
け
や
き
葉
掃
き
寄
せ
捨
て
た
の
に
は
ら
は
ら
落
ち
る
悪
夢
の
よ
う
に　
　

原
口　

信
子

風
に
の
り
流
れ
て
来
る
は
か
ず
ら
ば
な
小
さ
き
花
の
か
お
り
を
乗
せ
て　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

君
在
ら
ば
年
男
な
る
八
十
四
歳
下
弦
の
月
も
身
近
に
今
宵
は　
　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
木
の
間
流
れ
る
声
ひ
ゞ
く
季
節
忘
れ
ず
梅
雨
の
晴
れ
ま
に　
　

内
村
と
し
子

竹
皮
を
御
手
洗
川
で
洗
い
つ
つ
話
の
は
ず
む
あ
く
ま
き
談
義　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

友
逝
き
て
空
し
さ
つ
の
る
宵
闇
に
花
の
ひ
と
ひ
ら
吸
い
こ
ま
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

灰
汁
も
よ
し
煮
具
合
も
よ
し
わ
が
ち
ま
き
愛
情
一
杯
の
端
午
の
節
句　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

雨
に
濡
れ
る
湯
之
尾
の
滝
の
こ
い
の
ぼ
り
川
内
川
の
白
濁
汚
染　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
ど
う
生
き
る
」
活
字
に
問
わ
れ
高
揚
す
ま
だ
遅
く
な
い
生
き
る
道
あ
り　
　
　

笹
田
て
い
子

　
川
　
　
柳

妻
の
遺
影
今
日
も
わ
た
し
と
に
ら
め
っ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

相
撲
好
き
爺
う
れ
し
そ
う
腰
を
据
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

君
の
声
ち
ゃ
ん
と
届
い
た
ア
メ
フ
ト
君　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　
俳
　
　
句

指
の
灰あ

く汁
甲
に
包く
る

み
キ
ャ
ラ
蕗
と
記き

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

山
法
師
仰
ぎ
見
る
な
り
石
の
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
泊

仰
む
け
に
さ
れ
た
る
亀
や
走
り
梅
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

湯
が
沸う

ぇ騰
た
ち
煩せ
か

ら
し
ゅ
ピ
ー
ピ
鳴
っ
た
て
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
立た
っ
ち
ゃ上
が
い
か
て
時ひ

ま間
が
要い

い
も
す

梅
ち
ぎ
い
竿
が
届
か
じ
欲よ

く
投
げ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
そ
い
で
よ
か
と
を
焼し
ょ
ち
ゅ酎

い
も
漬
け
た

時じ
季
き
な
れ
ば
食
も
ろ
ご
た
っ
ち
灰ま
巻
き
ゅ
買こ

か
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
音む
か

し
ゃ
手
作
い
現い

ま在
あ
ス
ト
ア
で

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し

た
い
方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま

で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

みなさんこんにちは！地域おこし協力隊 (1 号 ) の福重智寛で
す。

先日，蛍の鑑賞会のイベントが吉松の川添・下川西地区で開催
され，天候にも恵まれ多くの方にご来場いただきました！！

成功裏には地域のボランティアの方々のご尽力があり無事にイ
ベントを終えることができました。本当に皆さまお疲れさまでし
た。私自身，蛍を鑑賞しながら『何故発光するんだろう！？』と
感じたので調べてみました。まず，ホタルが発光する能力を獲得
したのは「敵をおどかすため」という説や「食べるとまずいこと
を警告する警戒色である」という説があるそうです。

また，このゲンジボタルを中心とする日本に於けるホタル鑑賞
のことを特に「ホタル狩り」というそうです。蛍狩りの唄として
「ホーホー蛍来いこっちの水甘いぞ」云々が知られております
が，横須賀市自然・人文博物館によると，「甘い水」とは農薬や洗剤に汚染されていない水で，
ことさら砂糖水のような甘味のついた水分に好んで集まるわけではないと記されておりまし
た。ゲンジボタルの成虫が初夏に発生するため，日本ではホタルは夏の風物詩ととらえられて
おりますが，必ずしも夏だけに出現するものではないそうで，たとえば西表島で発見されたイ
リオモテボタルは真冬に発光するそうです。

ホタル観賞を見逃してしまった皆さん，来年こそは，湧水町で『ホタルのオーケストラ』を
堪能してみませんか！？

地域おこし協力隊活動報告
隊員の福

ふ く し げ

重智
と も ひ ろ

寛

ゆ
う
す
い
文
芸
に
お
け
る
お
詫
び
と
訂
正

６
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
短
歌
に
お
い
て
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

城　

千
鶴
子
さ
ん
の
短
歌

(

正)　

お
の
ず
か
ら
た
ゆ
た
い
寄
り
て
花
筏
春
の
も
な
ひ
の
光
を
曳
き
て

以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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皆さん，お元気ですか？今回は私の最後の記事になります。7 月に帰国
して大学院に入るつもりです。帰るかどうかよく考えましたが，難しい決
心でした。日本のことだけではなく，湧水町のことがとても好きになり，
別れるのが悲しいです。今回は湧水町の良い思い出を振り返ります。

鹿児島の景色については永遠と話せます。湧水町の自然が当たり前の
ことと思うかもしれませんが，砂漠のあるカリフォルニア州から来た私に
は，林の緑色，山，畑のいつも変っている色が素晴らしいと感じられます。
毎朝目を覚ますと聞こえてくる鳥の鳴き声，列車の音，牛の鳴き声が全部大事なものになりました。

日本の文化を体験するのもすごく楽しかったです。太鼓を叩いたり，鹿児島神宮の浜下りに参加し
たり，鹿児島の歴史について学んだりすることができて嬉しかったです。それに，町内の人と交流す
ることは最高の喜びでした。飲み会や運動会，日常的な会話の思い出が心に残っています。

町内の人は気前がすごく良いです。それが一番感動したことです。私が店に行って，下手な日本語
で質問をしても，店員さんは辛抱強さを示してくれました。近所の人も他人の人も鹿児島弁を教えて
くれました。教育委員会の皆さんも何回も助けてくれました。

また，何年経っても，忘れないのは児童生徒たちのことです。一緒に過ごした時間は楽しかったか
なと思います。レッスンを楽しんでいただけたのならばすごく嬉しいです。これからも頑張って異文
化に触れ，元気で勉強し，将来，自分が好きなことをすることを心から祈っています。

アメリカに帰ったら何が待っているかは分かりませんが，必ずまた鹿児島を訪ねます。皆さん，こ
れからもお元気で。皆さんのおかげで素晴らしい時間を過ごせました。本当にありがとうございました。

T h o m a s ’  T r a v e l  D i a r y

トマスの湧水記 〜旅の終わり〜

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～日焼けについて～
私は大学時代ロサンゼルスにいた時，年に３回ぐらい実家を訪ねたものです。ある日，母親が私

の顔をよく見て「日光に当たってないでしょう？砂漠に住んでいるのになぜ肌が白いの？」と言い
ました。アメリカでは，日焼けした皮膚は健康な印だと思われています。アメリカ人はよく日焼け
サロンに行ったり，浜辺で日焼けしたり，サンレスタンニングしたりします。女の子はよく「この
ワンピースは日焼けした皮膚に似合うよね」などと言います。また，「スポーツとか旅をよくする
でしょうね。」「かっこいい。」「アクティブな生活が羨ましい」など色々な見方をします。日本に来て，
日に焼けることはどういう風に思われるのと考えたら，日焼けした皮膚は「綺麗ではない」と思わ
れているそうです。自分の皮膚が日焼けしたら，嫌だと思う人は結構います。その証拠として白肌
になるための化粧品やスキンケアは流行していますし「肌が白くていいね」という誉め言葉や「日
に焼けないようにね」という忠告も聞きます。日本の場合は化粧下地の色は限られていて，スポー
ツをする人，外で働く人，ハーフである人は化粧品が買えないときもあります。それぞれの国によっ
て綺麗の基準が違うことは分かりますが，日焼けをすることで悪い影響を与えることもあると思い
ます。また，アイドルが「僕の理想のタイプは白い肌の女性」と言ったら，白肌でないファンは落
ち込むでしょうね。自分が白肌でいたいか，日焼けした肌でいたいかは個人の判断ですが，社会的
に「これだけが綺麗」というのが標準化されたら，やはり傷つけられる人は多いです。私は一番き
れいな肌は色を問わず，健康な肌だと思います。 

※サンレスタンニングとは…太陽光を浴びることなく日焼けしたような肌を作ること。
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か
ご
し
ま
就
農
・
就
業
相
談
会

　

農
業
等
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
就
農
・
就
業
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。鹿
児
島
で
自
然
を
相
手
に
働
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

平
成
30
年
７
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
会
場

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児

島
市
山
下
町
14

−

50
）

※
予
約
は
不
要
で
服
装
も
自
由
、お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
農
業
・
農
村

振
興
協
会　

☎
０
９
９

−

２
１
３

−

７
２
２
３

県
有
常
設
展
示
施
設
の
子
ど
も
の

入
館
・
入
園
料
が
無
料

　

子
ど
も
た
ち
が
鹿
児
島
の
自
然
、歴
史
、

文
化
な
ど
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、郷

土
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
、ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
を
育
む
た
め
、県
有
の
常
設

展
示
施
設
に
お
け
る
土
・
日
・
祝
日
の
子
ど

も
の
入
館
・
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
し

た
。夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
、ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
施
設

・
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館（
常
設
展
）

・
県
立
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

・
上
野
原
縄
文
の
森

・
霧
島
ア
ー
ト
の
森（
常
設
展
）

・
屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

・
奄
美
パ
ー
ク

○
対
象
者

県
内
に
居
住
す
る
小
・
中
・
高
校
生（
18

歳
以
下
）

○
対
象
日

　

土
・
日
・
祝
日

※
入
場
の
際
は
、年
齢
や
住
所
が
確
認

で
き
る
書
類（
健
康
保
険
証
、生
徒
手
帳

な
ど
）を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
５
５
４　

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に関して，全国で毎年 60 名
前後の患者が報告されており，多くの場合，森林や草地等の屋外に生
息するマダニに咬まれることで感染しています。

今般，森林内で作業中にダニに刺咬され SFTS に感染したことに
よる死亡事案が発生しました。

屋外で作業される場合は，マダニに刺されないよう以下に留意して
ください。
【予防方法】
○長袖・長ズボン（シャツの裾はズボンの中，袖口は手袋の中，ズ

ボンの裾は靴下や長靴の中に入れる），足を完全に覆う靴，帽子，
手袋を着用し，首にタオルを巻くなど肌の露出を少なくしてくださ
い。

○屋外作業後は，着用していた衣類は家の中に持ち込まないようにし
て下さい。また，直ぐに入浴し，マダニに刺されていないか確認し
てください。特に，首・耳・脇の下・足の付け根・手首・ひざの裏等を確認してください。

【刺された場合】
○吸血中のマダニに気づいたときは，無理に取ろうとせずに，医療機関で処置してもらってくださ

い。
○ダニに刺された場合は，２週間程度は体調に気を付け，SFTSの初期症状が見られたら，医療機関

で診察を受けてください。
【重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の初期症状】
○発熱，全身倦怠感，消化器症状など

マダニにご注意！！

交通ルールを守りましょう

横川警察署管内の
死亡事故 0

ゼロ

 は
7月7日現在 1,495日です。
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8 月 5日（日）
　林内科医院　　　　       75-2047
　ピアノ薬局　　　　       75-4526

8 月 11日（土）
　ひらしまクリニック    　74-2800
　くるみ薬局　　　　　　 74-5869

8 月 12日（日）
   林内科　　　　　　　　　　　72-1818
  サン調剤薬局               72-1800

8 月 19日（日）
　春田医院    　　　　　76-0053

8 月 26日（日）
　伊東内科クリニック    72-9088
　タイガー薬局   　　　 64-6700

日曜・祝日在宅医（薬局）（８月）

６
月
１
日
（
金
）

・
Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
訪
問

・
九
州
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
県
合
同
地
域

間
交
流
懇
談
会

６
月
２
日
（
土
）

・
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

・
ま
つ
や
ま
ホ
タ
ル
舞
う
里

６
月
３
日
（
日
）

・
町
消
防
操
法
大
会

６
月
４
日
（
月
）

・
国
家
公
務
員
実
地
体
験
研
修
者
来
庁
対

応
・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
知
事
及
び
九
州
地

方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会

６
月
５
日
（
火
）

・
姶
良
地
区
食
品
衛
生
協
会
吉
松
支
部
総

会
・
町
人
権
啓
発
推
進
会
議
総
会

６
月
６
日
（
水
）

・
農
林
水
産
省
本
省
担
当
者
に
よ
る
硫
黄

山
噴
火
に
伴
う
支
援
対
策
説
明
会

・
つ
つ
は
の
郷
土
研
究
会
総
会

６
月
７
日
（
木
）

・
県
議
会
定
例
会
硫
黄
山
噴
火
に
関
す
る

代
表
質
問
傍
聴

・
議
会
運
営
委
員
会

６
月
８
日
（
金
）

・
国
家
公
務
員
実
地
体
験
研
修
者
と
の
意

見
交
換
会

・
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

６
月
９
日
（
土
）

・
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ
実
行
委
員
会

６
月
11
日
（
月
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
定
例
議
会
本
会
議

・
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

６
月
12
日
（
火
）

・
川
内
川
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議

会
・
川
内
川
水
防
・
洪
水
予
報
連
絡
会

・
町
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

６
月
13
日
（
水
）

・
㈱
南
防
代
表
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
寄
附

来
庁
対
応

６
月
14
日
（
木
）

・
県
議
会
定
例
会
硫
黄
山
噴
火
に
関
す
る

一
般
質
問
傍
聴

・
町
自
衛
隊
協
力
会
総
代
会

６
月
15
日
（
金
）

・
区
長
会

・
く
り
の
実
総
会

６
月
17
日
（
日
）

・
中
部
湧
水
会

６
月
19
日
（
火
）

・
定
例
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
20
日
（
水
）

・
㈱
水
協
設
計
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
寄
附

来
庁
対
応

・
県
商
工
会
青
年
部
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

寄
附
来
庁
対
応

６
月
21
日
（
木
）

・
県
観
光
連
盟
定
時
総
会

・
姶
良
地
区
体
育
大
会
町
結
団
式

６
月
22
日
（
金
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

・
南
九
州
３
県
県
境
地
域
医
療
連
携
懇
談

会
６
月
23
日
（
土
）

・
伊
佐
市
商
工
会
会
長
叙
勲
祝
賀
会

・
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
川
内
川
水
質
問
題

に
係
る
知
事
と
の
現
地
意
見
交
換
会

・
町
保
育
連
絡
協
議
会
交
流
会

６
月
25
日
（
月
）

・
え
び
の
市
・
湧
水
町
自
然
環
境
保
全
推

進
連
絡
協
議
会
総
会

・
㈱
ホ
ウ
セ
イ
・
技
研
硫
黄
山
噴
火
に
伴

う
寄
附
来
庁
対
応

６
月
26
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
横
川
警
察
署
管
内
交
通
安
全
対
策
協
議

会
総
会

・
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

６
月
27
日
（
水
）

・
㈱
上
別
府
工
務
所
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

寄
附
来
庁
対
応

・
堂
園
設
計
㈱
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
寄
附

来
庁
対
応

・
町
学
校
保
健
会
総
会

６
月
28
日
（
木
）

・
定
例
議
会
最
終
本
会
議

６
月
29
日
（
金
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
町
人
権
同
和
教
育
推
進
会
議

・
島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員
会

総
会

町
長
動
静
　
　
　
（
６
月
１
日
～
30
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

亀か
め
さ
わ澤　

苺い
ち
か叶　
　

  　
　

亮　
　
　

永
山　

田た
な
か中　

涼り
ょ
う
ま真　
　
　
　

 

太
一　
　

 

川
南
西　

原は
ら
ぐ
ち口　

凛り
ん　
　
　
　

    

翔
平       

東
下
場

榎え
の
も
と本　

ゆ
き
の　
　
　

  
奨　
　
　

刑
務
所
官
舎

（
平
成
30
年
６
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
６
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
６
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

大
王
の
荒
平
ア
ツ
コ
さ
ん
か
ら

（
基
さ
ん
死
去
）

矢
立
の
福
島
利
己
さ
ん
か
ら

（
ト
ミ
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
山
下
洋
子
さ
ん
か
ら

（
大
山
重
高
さ
ん
死
去
）

町
外
の
有
馬
義
秋
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
子
さ
ん
死
去
）

鶴
丸
の
小
川
三
知
子
さ
ん
か
ら

（
中
城
ミ
ネ
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
馬
込　

一
さ
ん
か
ら

（
政　

さ
ん
死
去
）

四
ツ
枝
前
の
宮
田
勝
則
さ
ん
か
ら

（
キ
ク
エ
さ
ん
死
去
）

稲
葉
崎
の
植
林
マ
サ
子
さ
ん
か
ら

（　

さ
ん
死
去
）

桜
ヶ
岡
の
綾
織
和
人
さ
ん
か
ら

（
ハ
ナ
エ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

石
川　

雪
雄　
　
　

 　

69　
　
　

  

平
山

原
口　

ヤ
ス　
　
　

 　

93　
　
　

  

支
区
外

馬
込　

政　
　
　
　

 　

101　
　
　

  

宮
前

大
山　

重
高　
　
　

 　

85　
　
　

  

支
区
外

牧
野　

光
則　
　
　

 　

89　
　
　

  

新
町

亀
澤　

久
子　
　
　
　

 

91　
　
　

  

宮
前

坂
元　

ヨ
シ
子　
　

 　

80　
　
　

  

桜
ヶ
岡

中
城　

ミ
ネ　
　
　

 　

95　
　
　

  

鶴
丸

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,488人（ ー 13人，ー 191人）

  男      4,433人（  ー  7人，ー  97人）

  女      5,055人（  ー  6人，ー  94人）

世帯数  4,848戸（  ー　9戸，ー  13戸）

　転入　　 10人
　転出　    17人
　出生　　  5人
　死亡　　 11人

平成30年６月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
号
の
記
事　

お
く
や
み
欄
に
お
い
て
、

植
林　

さ
ん
の
享
年
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
（
享
年
82
）
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



日 月 火 水 木 金 土
7/15 7/16 7/17 7/18 7/19 7/20 7/21

　　としょかんま
つり　イン・サマー

｛ お は なし 会10：
30 ～，創 作 教 室
13：30 ～ ※ 要 予
約｝
ブックリサイクル　
7/16 ～ 8/12

（休館日を除く）

よしまつふれあい
の家：心配ごと相談

（9：00 ～ 12：00）
　　母子健康手帳交
付（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）
資源ごみ分別収集日（北
方・轟・幸田・米永地区）
　　休館日
　　休館日

　　温泉健康相談
（13：00〜16：00）

　　げんき湧くわく
教 室（9：00 ～ 11：
00）受付8：45 ～
資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27 7/28
　　母子健康手帳交
付（10：00 ～ 11：00）　　
　　心も体も元気
教室　貯筋アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

資源ごみ分別収集
日（上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

　　　 湧水町ア
フ タヌ ー ン コ ン
サート（13：00〜）
　　温泉健康相談

（13：00〜16：00）

特設人権相談所（栗
野中央公民館）
10：00 ～ 15：00
　　休館日（館内
整理日）
　　げんき湧くわく
教 室（9：00 ～ 11：
00）受付8：45 ～

資源ごみ分別収集
日（川東地区）

7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4
　　母子健康手帳交
付（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

　　げんき湧くわく
教 室（9：00 ～ 11：
00）受付8：45 ～

　　母子相談（受
付14：00 ～ 14：
15）※時間厳守

資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11
　　母子健康手帳交
付（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

　　温泉健康相談
（13：00〜16：00）

　　 心 も 体 も 元
気教室　元気アッ
プコース（9：30 ～
11：00）

定 例 教 育 委 員 会
（吉 松 庁 舎）※ 傍
聴可（一部非公開）
資源ごみ分別収集
日（川東地区）

8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 8/17 8/18
　　母子健康手帳交
付（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

資源ごみ分別収集
日（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー
開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
毎週月曜日・第 4 木曜日，
祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日
※８月は全日開館します。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦
町  民
ホ ー ル

湧画会作品展 7月 21日（土）～8月19日（日）

吉保

吉保

吉保


